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池
上　
文
夫

市
民
連
合

空
き
家
対
策
の
取
り
組
み
は

無
な
ど
の
実
態
調
査
を
業
者
委
託
に
よ

り
実
施
し
て
い
る
。

　
条
例
は
空
き
家
等
の
発
生
を
予
防
・

抑
制
し
、
地
域
資
源
と
し
て
の
有
効
活

用
に
も
つ
な
が
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
本
年
度
内
に
条
例
を
制
定

し
、
そ
の
後
基
本
計
画
を
策
定
、
ま
た

管
理
代
行
サ
ー
ビ
ス
、
改
修
、
解
体
等

を
行
う
事
業
者
リ
ス
ト
を
盛
り
込
ん
だ

空
き
家
相
談
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

す
る
。
来
年
度
は
実
態
調
査
の
結
果
等

を
踏
ま
え
、
地
域
特
性
や
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
中
で
具
体
的
な
施
策
を
検
討
す

る
。　
　
　
　

答

本
年
６
月
か
ら
、
市
内
全
域
の

空
き
家
等
の
分
布
状
況
や
危
険
性
の
有

問

本
会
議
等
で
の
我
が
会
派
の

質
疑
の
中
で
市
は
、
条
例
制
定
な
ど

空
き
家
対
策
を
具
体
化
す
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
の
経
過
と
条
例
制
定
を
含
め
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

自
衛
官
募
集
に
関
す
る

住
民
基
本
台
帳
閲
覧
は

問

本
市
は
自
衛
隊
広
島
地
方
協

力
本
部
の
要
請
に
応
え
、
昨
年
10
月

住
民
４
６
１
５
人
分
（
高
校
３
年
生

相
当
）
の
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生

年
月
日
の
閲
覧
を
認
め
た
。
判
断
力

が
十
分
育
っ
て
い
な
い
青
年
へ
の
自

衛
隊
募
集
の
勧
誘
を
、
行
政
が
手
助

河
村　
晃
子

日
本
共
産
党

け
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
は
憲
法
第
13
条
違

反
で
あ
り
、
自
衛
隊
法
に
よ
っ
て
も

名
簿
の
閲
覧
は
「
依
頼
」
で
あ
り
義

務
で
は
な
い
。
今
後
、
自
衛
隊
募
集

に
係
る
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
お
よ

び
情
報
提
供
は
厳
に
行
わ
な
い
こ
と
。

答

閲
覧
請
求
に
当
た
っ
て
、
利
用

方
法
や
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
等
を
確

認
し
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
規
定
に
基

づ
い
て
閲
覧
に
応
じ
た
。
閲
覧
情
報
に

つ
い
て
は
す
で
に
廃
棄
処
分
を
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
る
。
今
後
も
住
民
基
本
台

帳
法
に
基
づ
き
適
正
に
対
応
す
る
。

学
校
統
廃
合
の
住
民
合
意
は

問

市
教
育
委
員
会
は
小
中
学
校

統
廃
合
の
対
象
校
を
東
村
、
山
野
、

広
瀬
、
服
部
、
内
浦
、
内
海
の
６
小

学
校
と
、
山
野
、
広
瀬
、
内
海
の
３

中
学
校
と
公
表
し
た
。
山
野
小
・
中

学
校
の
存
続
を
求
め
る
要
望
署
名

４
１
７
４
人
分
の
提
出
を
は
じ
め
、

対
象
校
と
な
っ
た
学
校
関
係
者
や
地

問

大
雨
警
報
等
の
警
戒
情
報
に

つ
い
て
、
住
民
の
情
報
入
手
方
法
は

充
実
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
が
逆

に
安
心
感
と
な
り
、
自
ら
の
判
断
や

行
動
に
結
び
つ
か
な
い
な
ど
自
助
の

原
則
が
あ
い
ま
い
と
な
る
懸
念
が
あ

る
。

　

避
難
行
動
は
あ
く
ま
で
自
己
判

高
木　
武
志

日
本
共
産
党

大
塚　
忠
司

新
政
ク
ラ
ブ

域
住
民
か
ら
反
対
の
声
が
相
次
い
で

い
る
。

　
学
校
の
統
廃
合
は
人
口
減
少
に
拍

車
を
か
け
、
定
住
促
進
に
奮
闘
し
て

い
る
地
域
の
活
動
に
冷
や
水
を
浴
び

せ
る
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
本
計
画
を
い
っ
た
ん
白

紙
に
戻
す
こ
と
を
求
め
る
。

断
・
自
己
責
任
で
あ
る
こ
と
を
徹
底

す
べ
き
で
は
。

答

学
校
の
再
編
に
つ
い
て
は
賛
否

両
方
の
意
見
が
あ
る
。
今
後
は
地
域
説

明
会
等
で
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
を
求

め
て
い
く
。
学
校
再
編
は
児
童
生
徒
数

の
推
移
と
将
来
推
計
に
基
づ
き
、
教
育

的
観
点
か
ら
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
。

答

公
助
の
役
割
と
し
て
、
研
修
会

や
出
前
講
座
等
で
避
難
情
報
の
意
味
や

避
難
行
動
な
ど
の
普
及
・
啓
発
を
図
り

暮
ら
し
の
便
利
帳
な
ど
で
広
く
周
知
し

て
き
た
。
ま
た
、
自
助
・
共
助
に
よ
る

地
域
防
災
力
の
向
上
に
向
け
、
学
区
・

地
区
防
災
（
避
難
）
計
画
の
作
成
を
積

極
的
に
支
援
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、

計
画
作
成
の
支
援
や
計
画
に
基
づ
く
避

難
訓
練
を
通
じ
、
災
害
時
に
は
住
民
自

ら
の
判
断
で
適
切
な
避
難
行
動
が
で
き

る
よ
う
防
災
意
識
の
啓
発
に
努
め
る
。

避
難
行
動
に
お
け
る
自
助
の
徹
底
を


